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海の森公園

海の森の位置図

海の森公園、海の森水上競技場

国際展示場



海の森公園

海の森水上競技場・海の森公園（森づくりエリア）の位置図

海の森公園（森づくりエリア）

海の森水上競技場



海の森公園

海の森水上競技場 施設紹介



海の森水上競技場 これまでの利用実績

＜競技団体による利用＞

＜無観客ライブ＞

＜競技体験会＞

＜フィットネスプログラム＞



海の森公園

海の森水上競技場 これまでの利用実績

無観客ライブの映像を放映

※この部分は、肖像権の関係により、掲載できません。



海の森公園

中央防波堤外側

「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」



海の森公園

「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」



海の森公園

中央防波堤外側

海の森水上競技場の取組（「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」より）



海の森公園

海の森水上競技場 今後の主な利用予定



海の森水上競技場 今後の陸域の状況（予定）

Ａ Ｂ Ｃ

面積 約20,000㎡ 約16,000㎡ 約17,000㎡

用途
イベントスペース
臨時駐車場等

駐車場
イベントスペース

イベントスペース
臨時駐車場等

表層
アスファルト

(一部、芝とすることを検討中)

駐車場はアスファルトに白線引き
その他は芝も検討中

アスファルト
(一部、芝とすることを検討中)

＜配置図＞

※ 施設の配置、面積等は今後変更の可能性があります。



（多目的広場）

（防風林）
ちょうかん

「つどいの草原」 展望広場 「ふれあいの林」 「風の森」展望広場

海の森水上競技場

「風の森」

「風の森」

海の森整備イメージ 鳥瞰図

船着場

海の森公園（森づくりエリア）

イメージパース



（防風林）

海の森整備イメージ 鳥瞰図

海の森公園（森づくりエリア）整備イメージ

展望スペース(約3000㎡)

船着場

水上競技場

サブエントランス

駐車場(約300台)

つどいの草原5.9ha

風の森35ha

ビジターセンター

ふれあいの林3.8ha

観察と保全の森2.6ha

広場1.0ha育樹祭跡地

メインエントランス



（防風林）

海の森整備イメージ 鳥瞰図

海の森公園（森づくりエリア）エリア別イメージ

観察と保全の森
自然環境を保全する森として、樹

木や生き物の観察の場として想定

つどいの草原
軽スポーツや大型イベント利用を想定

風の森
防潮、防風機能の斜面地の森

ビジターセンター
(建築面積約1000㎡)
展示室、レクチャールーム等を有

し、ボランティアの活動拠点

ふれあいの林
デイキャンプ等の

林間レクリエーショ
ンができる空間

広場
船着場の目の前にある

平坦地、遊具広場を想定



海の森公園ボランティア

・平成19年度に苗木づくりボランティアとして発足。

・平成20年度から平成27年度に実施された植樹イベントでは、参加者のリーダーとして活躍。

・平成28年度以降は、樹林を育てる作業や、他所のイベント等での海の森事業の宣伝を中心に活動。

・開園後は、森の管理やガイドウオークなどのボランティアリーダーとしての役割を担う。

令和３年11月に拡充のため募集。（８２名応募）

植樹イベントでは、参加者のリーダーとして活躍

樹林地の維持管理活動苗木づくり



海の森倶楽部

開園前から海の森を広く情報発信するとともに、多様なイベントや樹林地管理等への都民参加の機
会を提供するため、都、民間企業・団体、ＮＰＯ等により平成25年度に設置。

上記の枠組みでのみ、イベント実施可

（倶楽部非会員はイベント実施不可）



海の森倶楽部

■倶楽部会員メンバー

・ぴあ㈱・ディスクガレージ㈱等のイベント企画会社、三菱電機㈱等の各種企業、(公財)日本ボーイスカウト東京連盟等

の民間団体、ＮＰＯからなる51法人・団体で構成。

■取組事例

・企業の従業員やボランティアの参加による草刈り等の樹林地管理や

生き物観察等の自然体験イベントを開催

・自然との一体感あるライブ、ランニング等の野外イベントの開催

・総実施事業数 55事業、総来場者数 約６万人

【事業名称：COLOR ME RAD TOKYO（ランニングほか）】

・開催日時：平成26年９月 参加人数：２万人

・主 催 ：COLOR ME RAD TOKYO 実行委員会

(㈱ローソン／㈱ローソンHMVエンタテイメント)

・海の森事業PR：海の森ブースを設置。ステージ上やスタート地点での告知等

生きもの調査や育樹作業 ライブイベント

COLOR ME RAD TOKYO 


